救いの輪
今週、末娘のエミリーにバプテスマを授けるという大きな喜びを味わいました。彼女は、私の子どもたちの中で最後に福音に従った者であり、彼女のバプテスマによって、私たちの家族を取り囲む救いの輪が完成しました。このようなことが起こると、自分の人生において本当に重要なものは何かを考えさせられます。最近、この祝福を通して私が学んだことのいくつかを挙げます。
私たちは皆同じです
若くても年を取っていても、男性でも女性でも、裕福でも貧しくても、救いに関しては私たちは皆同じです。エミリーは神と正しい関係にある必要があり、天国へ行きたいと願っていました。その必要が彼女の信仰に火をつけ、彼女をキリストへと導きました。私たちを異ならせるものがすべてあるにもかかわらず、神との関係、平安、そして安全に関して、私たち全員がまったく同じものを必要としているというのは驚くべきことです。
家族は重要です
あなたは世界中で説教することができます。何百万人もの人々が、あなたの声と福音を聞くことができます。しかし、あなたの心にとって最も大切な魂は、あなた自身の子どもたちです。全世界を勝ち取って、自分の子どもの魂を失うなら、何の益があるでしょうか。
あなたは一人ではできません
私の人生の皮肉は、公の場で伝える者として効果的である度合いに比例して、個人的な一対一の教えにおいては不足しているということです。エミリーは、信仰の基本を忍耐強く教えてくれた、献身的な日曜学校の教師たちの長いリストから恩恵を受けてきました。彼女の救いは、イエスに始まり、感謝する父親に終わる、多くの人々が共に働いた結果です。
すべての親が家族において救いの輪を完成させることができ、また、私たちがイエスの再臨を待ち望む中で、子どもたちが成長したとき、自分たちの家族をその完全な従順の鎖に加えるようにと祈ります。
